






























































（２）　Reynaldo C. Ileto, Filipinos and their Revolution: Event, Discourse, and 

















































































































































いたようである　Emmanuel Luis A. Romanilos, The Augustinian Recolects in 





























（６）　Antonio V. Uy, The State of the Church in the Philippines 1850─1875 


























































（８）　Daniel F. Doeppers and Peter Xenos ed.by, Population and History: Demo-



























（９）　Francisco Blanca de San Jose, Arte reglas de la lemgua tagala (1610)









財政支援を受け、教皇庁立サント・トマス大学（Real y Pontificio Uni-

















































































（１３）　Wiliam Henry Scot, Sixteenth-Century Philippine Culture and Society 

















































































































（１６）　Thomas R. Hargrove, The Mystery of Taal: A Philippine Volacano and 
















































































































祭が書いた「タガログ語キリスト教教義宣言」（Decraration de al Doc-

































（２０）　Jose M. Cruz, ed. Juan de Oliver’s Declaration de la Doctrina Christiana 




























ト教Folk Christianity」と呼ぶことが多い。詳細はF. Landa Hokanno, Folk 

























































の定期的報告（ラテン語）の命令が出されている。Daniel F. Doeppers and Peter 
Xenos, ed. By, Population and History: Demographic Origins of the Modern Phil-





























（２４）　Reynaldo Ileto, Passion and Revolution: Peopular Moverments in the Philip-























































































（２７）　Herunado de los Rios Coronel書簡　John N. Schumacher ed.by, Readings 
in Philippine Church History (Quezon City, 1979) pp.97─98.所収。





















































































































（３１）　Doeppers and Xenos, op.cit., p.45.



























































































（３７）　J.D.Mansi, Sacurorum Conciliorum nova et amplissima colectio (Florence, 






























（３９）　John N. Schumacher, Revolutionry Clergy: Filipino Clergy and the Natio-





























（４０）　Schumacher, 1979 op.cit., pp.200─2001.
（４１）　池端　前提書　６２─６３頁。





























（４３）　Michael Culinane, Ilustrado Politics, Filipino Elite Responses to American 
Rule: 1896─1908 (Quezon City, 2003) pp.26─35.
（４４）　Ibit, pp.20─24.



























































（４８）　Greg Bankoff, Crime Society and the State in the Nineteenth-Century Philip-




























































（５２）　John D.Blanco, Frontier Constitutions: Christianity and Colonial Empire in 





























（５３）　Luis Camara Dery, The Army of the First Philippines Republic and Other 































（５４）　教皇の解答と言うべきQuae Mari Sinco, 1902で在俗司祭の要求を殆どすべ
て無視した。
（５５）　池端　前提書　２２０─２２１頁。






















































（５６）　Scumacher, 1981 op.cit., p.223 pp.233─234.-, 
（５７）　Ileto, 1981 op.cit., pp.110─112.
「フィリピン人」意識の形成
（ ）７０５（甲南法学’ １７）５７─３・４─５１７
スト教の本来の正義を実現しようとする運動は長く生き残った。彼らの
運動の共通する特徴は、①フィリピン共同体への帰属意識を持ち、自分
たちの共同体に対する侵略者と戦っているという意識であり、また②ス
ペイン語を英語に変えた言語秩序をかたくなに拒否した。記録に残され
た彼らの最後の反乱は、なんと１９３１年のパンガシナン州のキリスト教兄
弟会の乱である。目に見える反米反乱はここで終焉を迎えた。
　しかし、徹底した英語教育やアメリカニズムの宣伝を行ったアメリカ
政府は、フィリピン人を「こげ茶の肌を持つ小さなアメリカ人（Litle 
Brown American）」と成すことに成功したと考えたかもしれない。地方
の初等教育からの普通・英語教育が、スペイン語を過去の遺物とするこ
とに成功したと一応言えるかもしれないが、「英語─現地語あるいは地方
共通語」と言う言語序列が、新しい言語秩序としてフィリピン人の間に
定着したと考えたとすれば大きな誤解だったろう。
　米議会によって与えられた「コモンウェルス」のステータスのもとに
独立準備を行ない、日本の占領と傀儡「和国」の時期を経て、１９４６年に
「フィリピン共和国」を建国した。独立後もアメリカ支配下の英語教育
の影響は大きく、「英語──現地語」序列を司法・行政過程に残存してい
る。しかし、フィリピン人の共通語（国語）制定への要求は強く、終焉
することがなかった。アメリカ文化と英語を大幅に受容しながらも、独
自の言語秩序を要求するフィリピン人多数の態度は、反植民地と独自の
共同体を目指す闘争の中から生まれた強固な「フィリピン人」意識に由
来していることは間違いないだろう。タガログ語を基礎とした「フィリ
ピノ語」を国語としようとする運動は、セブアノ語圏からの反対もあっ
たが、独裁権力を掌握したフェルニナンド・マルコス大統領に至って、
１９７８年に「フィリピノ語」（国語）として実現した。現実には、市井の
人々の間で英語とタガログ語の融合が進み、「タグリッシュTag-rishu」
も広く使用されている。グローバリゼーションに直面したフィリピンの
論　　　説
（甲南法学’ １７）５７─３・４─５１８（ ）７０６
人々は、今や、国際コミュニケーションに有利な英語と共同体の共通語
であるフィリピノ語を合わせて学び、自分たちの帰属意識と矛盾しない
言語秩序を創造したとも言えよう。
　以上考察して来たように、「フィリピン人」意識は、イルストラドが１８
－１９世紀のヨーロッパから学んだ自由主義と民族主義思想が、一般住民
の土着的反乱に出会う中で形成された。「フィリピン人」アイデンティテ
ィーは、植民地支配に直面した一般の住民が、伝統的共同体と辺境共同
体幻想の立場から反抗に立ち上がる中で、自分たちの宗教（カトリシズ
ムのフィリピン化）と独自の言語秩序を背景として出現して来たと考え
られよう。
